
第４次静岡県男女共同参画基本計画(案)
誰もが幸せを実感できる寛容な社会の実現　～男女共同参画の推進による県民のウェルビーイング向上～　　　　

２　計画策定の経緯

　「誰もが個性を活かし能力を発揮できる社会」を目

　指し、平成13(2001)年に「静岡県男女共同参画推進

　条例」を制定し、「静岡県男女共同参画基本計画

　“ハーモニックしずおか2010”」、「第２次静岡県

　男女共同参画基本計画」、「第３次静岡県男女共同

　参画基本計画」により、様々な施策を推進　

３　計画の性格

• 「男女共同参画社会基本法」及び「静岡県男女共同

参画推進条例」に基づき、男女共同参画施策を総合

的かつ計画的に推進するための基本的な計画

• 「女性の職業生活における活躍の推進に関する法

律」第６条第１項に基づく「都道府県推進計画」と

して位置づけ

• 国の「第６次男女共同参画基本計画」、「静岡県総

合計画」等との整合性を図る

• 静岡県男女共同参画会議等の意見を反映

• 「第３次静岡県男女共同参画基本計画」の内容を継

承しつつ、新たな課題への取組を組み込む

５　施策体系

１　男女共同参画
　　社会の実現に
　　向けた意識の
　　改革と教育の推進

１－１　固定的な性別役割分担意識や
　　　　無意識の思い込み
　　　　（アンコンシャス・バイアス）の
　　　　解消による制度・慣行の見直し

１－２　男女共同参画の推進に関する
　　　　教育・学習の充実

１－３　男女共同参画社会に関する
　　　　国際的協調

２　安全・安心に
　　暮らせる社会の
　　実現

２－１　生活上の困難を抱える人が
　　　　安心して暮らせる環境の整備

２－２　ジェンダーに基づくあらゆる暴力
　　　　の根絶

２－３　ＳＲＨＲ（性と生殖に関する
　　　　健康と権利）※の視点に立った
　　　　健康保持・増進

３　職場・家庭・
　　地域における
　　固定的性別役割
　　分担からの脱却

３－１　仕事と生活の調和（ワーク・
　　　　ライフ・バランス）の実現

３－２　地域社会における男女共同参画の
　　　　推進

４　あらゆる分野
　　における女性の
　　活躍推進

４－１　企業等における方針決定過程への
　　　　女性の参画拡大

４－２　地域活動や政治・行政分野に
　　　　おける政策・方針決定過程
　　　　への女性の参画拡大

２ 安全・安心に暮らせる社会の実現
・中心となる担い手：
 行政、地域団体、NPOなど
・キーワード：
 反格差、平等、公正、包摂 など

安全・安心支援 救済

１ 男女共同参画社会の実現に向けた
  意識の改革と教育の推進

・中心となる担い手：
 行政、学校、地域団体など
・キーワード：人権、多様性、脱ジェンダー など

教育・啓発
教育 啓発

４ あらゆる分野における女性の活躍推進

３ 職場・家庭・
  地域における
  固定的性別役割
  分担からの脱却

固定的性別
役割分担から
の脱却
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１　計画策定の趣旨

　男女共同参画の推進を阻害する「固定的な性別役割　

　分担意識」や「無意識の思い込み（アンコンシャ

　ス・バイアス）」の解消等、第３次静岡県男女共同　

　参画基本計画の評価で明らかになった課題を踏まえ、

　第４次基本計画を策定する

４　計画の期間

　 令和８(2026)年度から令和12(2030)年度まで

　＜概念図＞ 《基盤》

１　男女共同参画がいまだ女性の問題と捉えられが　

　ちであることや、固定的な性別役割分担意識が根

　強いことから、教育や啓発による「１　男女共同

　参画社会の実現に向けた意識の改革と教育の推

　進」を施策推進の基礎とする

２　女性に対する暴力の増加、ひとり親家庭や非正

規労働者等の経済的困窮などの問題については、

「２　安全・安心に暮らせる社会の実現」を１と

ともに施策推進の基礎とする

《固定的性別役割分担からの脱却》

３ 「生活の場における男女共同参画は、女性が地域

や職場で活躍することに加え、男性が家庭に主体

的に参画することが重要である」、「ワーク・ラ

イフ・バランスと女性活躍を実現するためには、

「職場」「家庭」「地域」を切り分けず、各生活

の場に存在する男性・女性の壁を壊す必要があ

る」という考えから、基盤の上に「３　職場・家

庭・地域における固定的性別役割分担からの脱

却」を置き、性別の枠を超えた大きな循環をつく

り出す　　

４　３を受け、「４　あらゆる分野における女性の　

　活躍推進」で、首長、議員、経営者、管理職レベ

　ルでの男女共同参画を進める


